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イスラーム神秘思想の源流―神名解釈としてのイスラーム思想史
― 
本論文は、「序」と「結論」の間に三部九章からなる本文を配して構成される。 
第一部では、本論で行うイスラーム神秘思想研究の理論的枠組みが提示される。「第１章
イスラーム神秘思想をめぐる言説空間」では、「神秘主義」概念が、1990 年代からの宗教学
における「宗教」概念再考の流れに呼応するように展開したこと、また「スーフィズム」概
念がイスラーム教の内や外に位置づけられた流れを受け、本稿の対象を「スーフィズム／イ
スラーム神秘主義」と表記することが述べられる。「第２章井筒俊彦のクルアーン分析の視
座」では井筒を参考に、神の啓示であるクルアーンの特徴を明らかにし、アダムを取り巻く
記述群、「アダムの物語」に焦点を絞り、ナラティヴの次元からクルアーン解釈を分析する
本論の視座を提示する。そして「第３章イスラーム思想の源泉としての『アダムの物語』」
では、多様な記述・解釈からなるナラティヴの「アダムの物語」が、スーフィー達の解釈学
的想像力にとって重要な意味をもち、イスラーム神秘思想の源流と位置づけられることを指
摘する。 
第二部ではスーフィー達の所論を通じ、クルアーン解釈の多層性を考察する。「第４章イ
スラーム教の死生観―タバリーのクルアーン解釈における 2つの生と 2つの死―」では初期
クルアーン解釈に先導的役割を果たしたタバリーの、生と死に関するクルアーン解釈がまと
められる。次にタバリーの「原初の契約」解釈を踏まえたジュナイドの思想が「第５章ジュ
ナイドの『原書の契約』におけるファナーとバカー」で取り上げられ、「原初の契約」とい
うモチーフを用いた「ファナー（消滅）」と「バカー（存続）」から神的合一への道程がまと
められる。「第６章生と死のはざまで―クシャイリーの神学的・神秘主義的神名論―」では、
クシャイリーの生と死に関わる神名解釈において、神の名前である「生を与える者」と「死
を与える者」から、スーフィーの生と死が神との一体化を通して逆説的に結びつき、また生
と死の挟間を揺れ動きながら沈潜していくことが述べられる。 
第三部ではイブン・アラビーの存在一性論を取り上げ、新しい神名解釈を通じたクルアー
ン解釈の革新性が考察される。「第７章存在一性論における神名」では、イブン・アラビー
の存在一性論におけるタジャッリー（自己顕現）概念の展開が考察され、「名前とは何か」
の問いに対する存在一性論の立場を明らかにする。次の「第８章イブン・アラビーの神名論
における存在の自己顕現」では、神名との関わりの中で絶対者が自己顕現を通していかに開
示されるかが考察され、「アッラー」「主」「慈愛あまねき者」の三種の神名から存在一性論
における神と人間を明らかにする。「第９章つながりの哲学―霊的権威としての完全人間―」
では、神名を体現した完全人間に対する考察から、聖性を帯びた完全人間がいかなる霊的権
威をもつ存在であるかを考察する。 
以上より、スーフィー達はクルアーンを源泉としつつハディースなどを参考に思索を深め
ていったこと、その際「アダムの物語」は神と人間のつながりを見出すための契機となり、
神名解釈は神とのつながりを深化させる手がかりであったことが明らかになり、イスラーム
思想史とは、イスラーム神秘思想の源流へと絶えず回帰することでクルアーン解釈の地平を
拓いてきた営為の蓄積であると結論づける。 
本論文でなされた、イスラーム神秘思想の流れを従来看過されてきた神名解釈から捉え直
そうとした試みは斬新である。訳語の付け方に若干検討の余地が残るとはいえ、未公開の文
献資料をも渉猟して分析した点は意欲的で、全体的に見れば質の高い論文に仕上がってい
る。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するも
のと認められる。 
 
